令和８年６月１日　　壱岐市教育委員会社会教育課

「壱岐市立中学校部活動認定地域クラブ補助金交付要綱」
第３条/第４条の取り扱いについて
〇「壱岐市立中学校部活動認定地域クラブ補助金交付要綱」より抜粋

第３条　補助金の交付対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は次に揚げる事業とする。
　(1)　県大会壱岐市予選大会において出場権を得て県大会（県中学校体育連盟若しくは県中学校
文化連盟が主催若しくは共催している県大会）以上に出場する認定地域クラブ及び個人
　(2)　県大会において出場権を得た九州大会及び全国大会
　(3)　各競技団体が主催する県大会
　(4)　各競技団体が主催する地区大会及び市外での練習試合（市外の大会への自主参加を含む。）
　(5)　その他市長が特に認めた事業

（補助対象経費）
第４条　補助金の交付対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）及び補助金の交付額は、
次に定めるものとする。
　(1)　対象人数については、別表第１に定める。
　(2)　前条第１号に該当するものは、前号に定める対象人数を算定し、１人当たり６，０００円の
額とする。
　(3)　前条２号に該当するものは、第１号に定める対象人数及び別表第２に定める査定経費により
算出した額に５分の４を乗じて得た額とする。
　(4)　前２号に該当するもので、別に割引、値引、補助金等があるときは、算定した補助金より差
し引いた額とする。
　(5)　前条５号に該当するものは、第４条１号に定める対象人数を算定し、１人当たり４，０００
　　 円とする。
　(6)　補助金は、千円単位とする。（未満切り捨て）


１　第3条の補助対象について
（１）第３条(1)の補助対象
①　壱岐市予選大会において、出場権を得た認定地域クラブ1位チーム、個人（ペアを含む）
戦は2位までを補助対象とする。ただし、個人戦が６人以内（ペアの場合、６チーム以内）
で行われた場合は、2位以下が県大会の出場枠を得ても、1位のみを補助対象とする。
②　その競技の認定地域クラブが壱岐市内に1チームしか存在せず、予選大会が実施でき
ない場合、競技団体、中学校体育連盟、中学校文化連盟、または、これらに準ずる団体の
推薦を受けて県大会以上に出場する「個人」「ペア」「団体」を補助対象とする。

（２）第3条(2)について
①　上記（１）の②に該当しない、壱岐市予選大会が行われず出場する地区大会及び県大会
において出場権を得て九州大会以上に出場する「個人」「ペア」「団体」。
②　県大会に出場して一定の試合はできたが、悪天候などにより試合が中止となり「くじ」
などの抽選で、長崎県を代表し九州大会以上に出場する「個人」「ペア」「団体」。
③　九州大会以上に、長崎県代表として出場権を得たチームが、諸事情で辞退したことによ
　り繰り上げで壱岐市のチームが出場権を得た場合は協議する。

（３）第3条(3)について
①  上記（１）の②に該当しない、壱岐市予選大会が行われず出場する県大会。
②　大会主催者の都合により増えた出場枠での県大会への出場。主催者の都合とは、例えば、
　県大会の出場チーム数が少ないなどの理由で「壱岐市の出場枠が増えた」等をいう。
③　上記①に該当して壱岐市代表として出場権を得たチームが、諸事情で辞退したことによ
り繰り上げで出場権を得た県大会。

２　第４条補助対象経費について
（１）第4条(2)について
　①　同一の団体及び個人（ペアを含む。）に対する補助金は年間2回までとする。
　②　補助対象者は、第3条1号に該当するものとする。

（２）第４条(5)について
　　①　同一の団体に対する補助金は、年３回までとする。
②　補助対象者は、第3条３号及び第3条４号に該当するものも含む。

３　その他
①  壱岐市予選大会が行われず、競技部の推薦等により長崎県を代表する「個人」
「ペア」「団体」を選抜するための練習会や大会に出場する場合は補助対象外とする。
→「子ども夢プラン応援補助金交付要綱」（文化スポーツ振興課）を参照。
②  補助申請書に記載された監督１名に対しても選手と同様の補助を行う。


※その他の事象が生じた場合は、協議する。
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